


































① 監査品質の向上に向けて

■ データ分析の活用
企業の膨大なデータの分析、モデリング及びヴィジュアル化を
行うことにより、データ傾向の把握、異常点の識別、その他有
用な情報の抽出を行い、監査に活用しています。

■ AIの活用
AIの技術を用いて、財務データに限らない様々な情報（非財務
情報、公開情報等）を分析することで、不正の発見や会計上
の予測の精度を高める等の研究・実践が行われています。

② 業務の効率化に向けて

■ 残高確認システム共同プラットフォーム化の推進
企業側及び監査人側双方において実務上負担となっている債
権・債務の確認手続について、ITを活用した共同プラットフォー
ムの構築により課題解決を図るべく、各監査法人が有する知
見や豊富なノウハウを共有しながら検討及び実用化が進めら
れています。

■ RPAの活用
Robotics Process Automation（RPA）等の技術を活用す
ることで、データ加工等の定型的な作業の自動化を進めてい
ます。

③ IT 環境の向上に向けて

監査人は、被監査会社から入手する様々な情報の保全を目
的として、以下のような体制を構築し、運用しています。

●  監査業務で使用するPCのアクセス制限、データの暗
号化

●  VDI（仮想デスクトップ）の導入による、機密情報の
集中管理



監査におけるＩＴの活用に係る調査 · 研究

日本公認会計士協会IT委員会の各専門委員会において、監査におけるIT活用に関する調査・研究を行っ
ています。特に、未来の監査専門委員会においては、ITの進展が公認会計士の業務及び企業活動に及
ぼす影響について調査・研究を行っており、外部有識者を招いて意見交換を行うなど、日 Ｉ々Ｔに関す
る最新の動向のアップデートをしています。
IT委員会の公表物については以下のURLからアクセスできます。

各種イベントの実施

日本公認会計士協会IT委員会においては、IT関係の様々なイベントを企画・実施しています。

■ 大学での講演会
「公認会計士とAI・ＩＴの関係」をテーマとした講演会を様々
な大学で行い、会計・監査や会計士の魅力とともに、ＡＩ・
ＩＴの活用について大学生に向けたメッセージを発信してい
ます。

これまでの実績

大学　９校  （関東７校、関西１校、九州１校）

■ イベントの開催
ＩＴ委員会においては、調査・研究の成果をシンポジウム等の開催を通じて、会員のみならず、広く一
般の方向けにも周知活動を行っています。

これまでの実績

・グローバル会計・監査フォーラム「国際的な市場経済を支える会計・監査の最新動向」（2017 年３月開催）

・グローバル会計・監査フォーラム「AIを活用したビジネス・監査の展望と課題」（2019 年６月開催）
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